
頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興

住み続けられる地域づくり（定住の促進）訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）
奥大和「関係人口」の創出

○市町村が⾏う拠点施設整備への⽀援

奥大和への移住・定住の促進
○奥大和地域で制作された木製品等を一体的に展示し、販売する
拠点の設置・運営

奥大和の雇用創造促進
○奥⼤和の魅⼒ある仕事づくりを推進
・「奥大和仕事づくり推進隊」を採用し、地域
課題を解決する先駆的プロジェクトを推進
・ 新 「奥大和仕事づくり推進隊」の起業を
支援
・ 新 奥⼤和で働く魅⼒を広く発信し、新た
な雇用を創出

H31予算案 109百万円 H31予算案 52百万円

H31予算案 47百万円

○コミュニティナースの育成
○地域受⼊協議会が⾏う取組への⽀援

○奥⼤和移住定住交流センターの運営

○奥大和移住・定住連携協議会の運営

○「ＤＥＳＩＧＮＣＡＭＰ奥大和」の実施
○奥大和アカデミーを開催し、起業人材を育成
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○奥⼤和地域関係者との交流イベント、雑誌社とのタイアップイベント
を開催する等、奥大和との関わりの場を創出

○奥⼤和地域の認知度向上を図るため、インターネット、雑誌、スマー
トフォンアプリ等、様々な媒体を活用した複合的なプロモーションを展開
・旅⾏雑誌広告掲載、映像制作・配信、紀伊半島移住プロモーショ
ン、鉄道事業者と連携した魅⼒発信（近鉄、新 ＪＲ⻄⽇本）

○奥大和の特色を活かしたイベントの開催
・えんがわ音楽祭、アーティストインレジデンス、Kobo Trail、
イベント⽀援補助⾦

Ｋｏｂｏ Ｔｒａｉｌ えんがわ音楽祭
奥大和アカデミー

ＤＥＳＩＧＮ ＣＡＭＰ 奥大和【問い合わせ先】地域振興部 奥⼤和移住・交流推進室米田補佐（0744-48-3016）

コミュニティナース養成講座
移住・定住連携協議会



■■■■頻繁に訪れてもらえる地域づくりを進め、南部地域・東部地域での交流頻繁に訪れてもらえる地域づくりを進め、南部地域・東部地域での交流頻繁に訪れてもらえる地域づくりを進め、南部地域・東部地域での交流頻繁に訪れてもらえる地域づくりを進め、南部地域・東部地域での交流

を促進します。を促進します。を促進します。を促進します。

○奥大和豊かな暮らし提案店舗の展開[28]奥大和移住定住交流センターｅｎｇａｗａでの提案店舗設置及びテストマーケティング実施、奥大和で作る家具や食品などを購入できるポップアップストアを大阪・ジャカルタで実施等
○奥大和との関わりの場の創出[19]首都圏での交流イベントや雑誌社とのタイアップイベントの開催等
○奥大和の魅力発信[48]大手旅行雑誌やスマホアプリを活用した情報発信、ドローンを活用した映像作成等紀伊半島移住プロモーション近鉄、 ＪＲ西日本と連携して宿泊旅行商品を造成・ＰＲ
○奥大和の特色を活かしたイベント[14]Ｋｏｂｏ Ｔｒａｉｌ ２０１９(５月)、えんがわ音楽祭(９月)、アーティストインレジデンス(１１月)五條市上野公園総合体育館で中学・高校生を対象とした選抜柔道大会を開催
○五條新宮道路など地域を支える主要な道路の整備推進[2,921]、

【２月補正［1,501］】

■■■■住み続けられる地域づくりを進め、南部地域・東部地域での定住を促進住み続けられる地域づくりを進め、南部地域・東部地域での定住を促進住み続けられる地域づくりを進め、南部地域・東部地域での定住を促進住み続けられる地域づくりを進め、南部地域・東部地域での定住を促進

します。します。します。します。

○移住促進施設整備等の支援[45]市町村による移住・定住・二地域居住を推進するための拠点施設整備への支援等
○コミュニティナースの育成[7]育成講座の開催、フォローアップ研修の開催
○奥大和での雇用創出[47]奥大和仕事づくり推進隊の採用・ 起業支援企業のサテライトオフィス誘致のためのモニターツアー等による奥大和で働く魅力の発信起業人材を育成する奥大和アカデミーの開催奥大和商品の海外販売向けデザインの制作等

単位：百万円
頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる

南部地域・東部地域の振興
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「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、市町村支援による行政効率化
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＜問い合わせ先＞ ①まちづくり推進局 地域デザイン推進課 川口課長補佐（内線４３１１） ②地域振興部 市町村振興課 吉川課長補佐（内線２２５４）③地域振興部 市町村振興課 松南課長補佐（内線２２９４）

②②②②市町村振興資金貸付事業市町村振興資金貸付事業市町村振興資金貸付事業市町村振興資金貸付事業

Ｈ３１予算案 １，５００百万円

（うち）公共施設等耐震化など ３００百万円

（うち）過疎地域振興 ３００百万円

市町村等が総合的かつ計画的に実施する公共施設の整備に必要な

資金を低利で貸し付けることにより、市町村財政の健全な運営を支援

県

市町村市町村市町村市町村振興資金貸付金振興資金貸付金振興資金貸付金振興資金貸付金○貸付枠の拡大○貸付枠の拡大○貸付枠の拡大○貸付枠の拡大㉚１０億円㉚１０億円㉚１０億円㉚１０億円→㉛予算案：１５億円㉛予算案：１５億円㉛予算案：１５億円㉛予算案：１５億円○償還期間：１５年○据置期間：１年○充当率 ：７５％、９０％、１００％のいずれか○貸付利率：財政融資資金利率、財政融資資金利率×１／２、無利子のいずれか
貸付

財政面での下支え 市町村○各種公共施設の整備○各種プロジェクトの推進○住民福祉の増進・行政水準の向上○金利負担の軽減
償還

①①①① 市町村市町村市町村市町村とのまちづくり連携推進とのまちづくり連携推進とのまちづくり連携推進とのまちづくり連携推進

Ｈ３１予算案 ２７５百万円

まちづくりを進めている市町村と段階的に連携協定を締結し、協働した

まちづくりを推進（２６市町村（５４地区）と包括協定を締結）

【個別協定段階（ハード事業）】

・桜井中央児童公園再整備・地域交流センター整備

(桜井市中和幹線粟殿近隣周辺地区)

・エルト桜井リニューアル整備（桜井市桜井駅周辺地区）

・JR新駅西口駅前広場整備(奈良市八条大安寺周辺地区)

・新庁舎賑わい広場・アクセス道整備(五條市五條中心市街地地区)

・医大新キャンパスアクセス道整備(橿原市医大周辺地区)

・近鉄結崎駅アクセス道・西口公園整備(川西町近鉄結崎駅周辺地区)

ほか

【個別協定段階（ソフト事業）】

・アーティスト・イン・レジデンス(天理市天理駅前周辺地区) 

・賑わい創出(地場産業PR等)事業(桜井市大神神社参道周辺地区)

・JR大和二見駅広場整備検討(五條市五條中心市街地地区) ほか

【包括協定・基本協定段階（構想・計画の検討）】

・包括協定締結２６市町村 ほか

賑わい広場の整備イメージ（五條中心市街地地区） Go-Say（ごせ）マルシェ（御所中心市街地地区）
③③③③ 新新新新 もっと良くなる奈良県市町村応援補助金もっと良くなる奈良県市町村応援補助金もっと良くなる奈良県市町村応援補助金もっと良くなる奈良県市町村応援補助金

Ｈ３１予算案 ２００百万円

市町村等が実施する消費税率引上げ後の消費喚起に資する

取組を支援

＜補助率＞ ２／３

＜主な取組＞ マルシェの開催等にぎわいの創出

ＥＣサイトを活用した地域商品の販売促進 等



単位：百万円
「奈良モデル」に基づく市町村との協働まちづくり、

市町村支援による行政効率化

■県と市町村が連携協定を締結し、協働でまちづくりを推進します。■県と市町村が連携協定を締結し、協働でまちづくりを推進します。■県と市町村が連携協定を締結し、協働でまちづくりを推進します。■県と市町村が連携協定を締結し、協働でまちづくりを推進します。

○連携協定を締結した市町村の取組への支援[397] 、【２月補正［32］】市町村の構想・計画の検討を支援ハード事業への支援：エルト桜井リニューアル整備、近鉄結崎駅アクセス道及び西口公園整備ソフト事業への支援：アーティスト・イン・レジデンス（天理市）まちづくり連携協定に基づく道路等の整備天理環状線（九条バイパス）（天理市）、三輪山線（桜井市）
○近鉄大福駅周辺地区のまちづくり[340]桜井市との協働による県営住宅を活用したまちづくりを推進
■■■■「奈良モデル」に基づく市町村支援により、行政効率化を推進します。「奈良モデル」に基づく市町村支援により、行政効率化を推進します。「奈良モデル」に基づく市町村支援により、行政効率化を推進します。「奈良モデル」に基づく市町村支援により、行政効率化を推進します。

○「奈良モデル」の推進[4]県・市町村長サミットの開催、「奈良モデルジャーナル」の発行
○市町村財政の健全な運営支援［1,500］市町村振興資金貸付金
○ もっと良くなる奈良県市町村応援補助金［200］市町村が行う消費税率引上げ後の地域の消費喚起に繋がる取組を支援
○県域水道一体化の推進[69]基本方針の策定及び一体化の効果検証、 広域化施設整備計画の策定等
○ごみ処理広域化奈良モデルの推進[23]山辺・県北西部広域環境衛生組合の計画・調査等への支援
○旧五條高校跡地における五條市との合同庁舎の整備[133]
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